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(57)【要約】
アップリンクリソースを中継ノードに割り当てるための
方法。方法は、アクセスノードが、中継ノードへの単一
のダウンリンク伝送において、複数の不同のアップリン
クリソースを中継ノードに割り当てることを含む。アッ
プリンクリソースは、非周期的ベースで利用される。伝
送は、複数のサブフレームを指定し、アップリンクリソ
ースは、複数のサブフレームにおいて使用されるべきで
ある。複数のアップリンクリソースは、マルチキャスト
／ブロードキャストの単一周波数ネットワークサブフレ
ームの伝送ギャップ部分において指定される。
【選択図】図３ｃ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンクリソースを中継ノードに割り当てる方法であって、
　アクセスノードが、該中継ノードへの単一のダウンリンク伝送において、複数の不同の
アップリンクリソースを該中継ノードに割り当てることを含む、方法。
【請求項２】
　前記アップリンクリソースは、非周期的ベースで利用可能にされる、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記伝送は、複数のサブフレームを指定し、該複数のサブフレームにおいて、前記アッ
プリンクリソースが使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のアップリンクリソースは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉ
ｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分におい
て指定される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードであって、
　該アクセスノードが、複数の不同のアップリンクリソースが中継ノードによる使用のた
めに利用可能であることを通知するように構成されるプロセッサを備えている、アクセス
ノード。
【請求項６】
　前記アクセスノードは、複数の非周期的時間を指定し、該非周期的時間において、前記
中継ノードは、前記複数の不同のアップリンクリソースを使用し得る、請求項５に記載の
アクセスノード。
【請求項７】
　前記アクセスノードは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分において、前記複数
の不同のアップリンクリソースを指定する、請求項５に記載のアクセスノード。
【請求項８】
　ワイヤレス電気通信システム内の中継ノードあって、
　該中継ノードが、複数の不同のアップリンクリソースに関連する情報をアクセスノード
から受信するように構成されたプロセッサを備え、該情報は、該中継ノードが該アクセス
ノードにデータを伝送するために使用され得る、中継ノード。
【請求項９】
　前記プロセッサは、複数の非周期的時間に関連する情報を受信するようにさらに構成さ
れ、該非周期的時間において、前記中継ノードは、前記不同のアップリンクリソース上で
前記アクセスノードに該データを伝送し得、該プロセッサは、該時間においてデータを伝
送するようにさらに構成される、請求項８に記載の中継ノード。
【請求項１０】
　前記中継ノードは、前記アクセスノードによって伝送されるｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝
送ギャップ部分において前記複数のアップリンクリソースを受信する、請求項８に記載の
中継ノード。
【請求項１１】
　アップリンクリソースを中継ノードに割り当てる方法であって、
　アクセスノードが、該中継ノードへの単一のダウンリンク伝送において、複数のアップ
リンクリソースを該中継ノードに割り当てることを含み、該アップリンクリソースは、非
周期的ベースで利用可能にされる、方法。
【請求項１２】
　前記アップリンクリソースは、互いに異なる、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記伝送は、複数のサブフレームを指定し、該複数のサブフレームにおいて前記アップ
リンクリソースが使用される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数のアップリンクリソースは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉ
ｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分におい
て指定される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードであって、
　該アクセスノードが、複数のアップリンクリソースが中継ノードによる使用のために利
用可能であることを該中継ノードに通知するように構成されるプロセッサを備え、該アク
セスノードは、複数の非周期的時間を指定し、該非周期的時間において、該中継ノードは
、該複数のアップリンクリソースを使用し得る、アクセスノード。
【請求項１６】
　前記アップリンクリソースは、互いに異なる、請求項１５に記載のアクセスノード。
【請求項１７】
　前記アクセスノードは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分において前記複数の
アップリンクリソースを指定する、請求項１５に記載のアクセスノード。
【請求項１８】
　ワイヤレス電気通信システムにおける中継ノードあって、
　プロセッサを備え、該プロセッサは、該中継ノードが、複数の不同のアップリンクリソ
ースに関連する情報をアクセスノードから受信することであって、該情報は、該中継ノー
ドが該アクセスノードにデータを伝送するために使用され得る、ことと、該中継ノードが
、複数の非周期的時間に関連する情報を受信することであって、該複数の非周期的時間に
おいて、該中継ノードは、該アップリンクリソースにおいて該アクセスノードに該データ
を伝送し得る、ことと、該中継ノードが該時間において該データを伝送することとを行う
ように構成される、中継ノード。
【請求項１９】
　前記アップリンクリソースは、互いに異なる、請求項１８に記載の中継ノード。
【請求項２０】
　前記中継ノードは、前記アクセスノードによって伝送されるｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝
送ギャップ部分において前記複数のアップリンクリソースを受信する、請求項１８に記載
の中継ノード。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　（背景）
　本明細書に使用される場合、用語「ユーザーエージェント」および「ＵＡ」は、いくつ
かの場合において、モバイル電話、パーソナルデジタルアシスタント、ハンドヘルドコン
ピュータまたはラップトップコンピュータ、および電気通信能力を有する類似のデバイス
などのモバイルデバイスを指し得る。このようなＵＡは、ＵＡと、その関連する取り外し
可能なメモリモジュールとから構成され得、取り外し可能なメモリモジュールは、例えば
、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）アプリケーション、ユニバーサル加入者識別モジュー
ル（ＵＳＩＭ）アプリケーション、または取り外し可能な加入者識別モジュール（Ｒ－Ｕ
ＩＭ）アプリケーションを含むユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）でありがこれに
限定されない。代替的に、このようなＵＡは、そのようなモジュールなしに、デバイス自
体で構成され得る。他の場合において、用語「ＵＡ」は、類似な能力を有するが搬送不可
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能なデバイス（例えば、デスクトップコンピュータ、セットトップボックス、またはネッ
トワークアプリケーション）を指し得る。用語「ＵＡ」はまた、ユーザーに対して通信セ
ッションを終端させ得る任意のハードウェアまたはソフトウェア構成要素を指し得る。ま
た、用語「ユーザーエージェント」、「ＵＡ」、「ユーザー機器」、「ＵＥ」、「ユーザ
ーデバイス」および「ユーザーノード」は、本明細書において同義に使用され得る。
【０００２】
　電気通信テクノロジーが進化するにつれて、より先進的なネットワークアクセス機器が
導入され、以前は不可能だったサービスを提供し得る。このネットワークアクセス機器は
、従来のワイヤレス電気通信システムにおける同等機器の改良されたものであるシステム
およびデバイスを含み得る。このような先進的または次世代の機器は、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）のような進化したワイヤレス通信標準に含まれ得る。例えば、Ｌ
ＴＥシステムは、従来の基地局より、進化型ユニバーサルテレストリアル無線アクセスネ
ットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ノードＢ（ｅＮＢ）、ワイヤレスアクセスポイント、また
は類似な構成要素を含み得る。本明細書において使用される場合、用語「アクセスノード
」は、ＵＡまたは中継ノードが、電気通信システム内の他の構成要素にアクセスすること
を可能にする、受信および伝送カバレッジの地理的エリアを生成するワイヤレスネットワ
ークの任意の構成要素、例えば、従来の基地局、ワイヤレスアクセスポイント、またはＬ
ＴＥ　ｅＮＢを指す。アクセスノードは、複数のハードウェアおよびソフトウェアを含み
得る。
【０００３】
　用語「アクセスノード」は、「中継ノード」を指さない場合があり、中継ノードは、ア
クセスノードまたは他の中継ノードによって生成される受信カバレッジを拡張し、または
増強するように構成されるワイヤレスネットワークの構成要素である。アクセスノードお
よび中継ノードの両方は、ワイヤレス通信ネットワークに存在し得る無線構成要素であり
、用語「構成要素」および「ネットワークノード」は、アクセスノードまたは中継ノード
を指し得る。構成要素は、その構成および配置に依存して、アクセスノードまたは中継ノ
ードとして動作し得ることは理解される。しかし、構成要素は、それがワイヤレス通信シ
ステムにおいて他の構成要素にアクセスするためのアクセスノードまたは他の中継ノード
のワイヤレスの受信カバレッジを要求する場合のみ、「中継ノード」と呼ばれる。さらに
、２つ以上の中継ノードは、アクセスノードによって生成される受信カバレッジを拡張し
、または増強するために、連続して使用され得る。
【０００４】
　ＬＴＥシステムは、無線リソースコントロール（ＲＲＣ）プロトコルのようなプロトコ
ルを含み得、プロトコルは、ＵＡと、ネットワークノードまたは他のＬＴＥ機器との間の
割り当て、構成、およびリリースを所管する。ＲＲＣプロトコルは、第３世代提携プロジ
ェクト（３ＧＰＰ）技術仕様（ＴＳ）３６．３３１において詳細に説明される。ＲＲＣプ
ロトコルに従って、ＵＡのための２つの基本的なＲＲＣモードは、「アイドルモード」お
よび「接続モード」として規定される。接続モードまたは状態の間に、ＵＡは、ネットワ
ークと共に信号を変換し得、他の関連する動作を行い得、その一方でアイドルモードまた
は状態の間に、ＵＡは、その接続モードの動作のうちの少なくともいくつかを切断し得る
。アイドルおよび接続モードの振る舞いは、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３０４およびＴＳ３６
．３３１において詳細に説明される。
【０００５】
　ＵＡ、中継ノード、およびアクセスノードの間にデータを運ぶ信号は、周波数、時間、
およびネットワークノードによって指定され得るコーディングパラメータおよび他の特性
を有し得る。このような特性の具体的なセットを有するこれらの構成要素のうちの任意の
構成要素の間の接続は、リソースと呼ばれ得る。用語「リソース」、「通信接続」、「チ
ャンネル」、および「通信リンク」は、本明細書において同義に使用され得る。ネットワ
ークノードは、典型的に、それが任意の特定の時間において通信する各ＵＡまたは他のネ
ットワークノードに対する異なるリソースを確立する。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　最初に、本開示の１つ以上の実施形態の例示的な実装が以下に提供されるが、本開示さ
れたシステムおよび／または方法は、任意数の現在に既知の技術かまたは現存の技術を用
いて実装され得ることは、理解されるべきである。本開示は、決して、本明細書に例示さ
れ、かつ説明される代表的な設計および実装を含む、以下に例示される例示的な実装、図
面、および技術に限定されるべきであらず、むしろ同等物のそれらの全範囲と一緒に、添
付の請求項の範囲内に変更され得る。
【０００７】
　本開示のより完全な理解のために、ここで、添付の図面および詳細な説明に関連して、
以下の簡単な説明に参照が加えられる。同様の参照数字は、同様の部分を示す。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本開示の実施形態に従って、中継ノードを含むワイヤレス通信システム
を例示するダイヤグラムである。
【図２ａ】図２ａは、データの標準サブフレームのダイヤグラムである。
【図２ｂ】図２ｂは、データのＭＢＳＦＮサブフレームのダイヤグラムである。
【図３ａ】図３ａは、従来技術に従ってアップリンクリソースをユーザーエージェントに
割り当てるための手順のダイヤグラムである。
【図３ｂ】図３ｂは、従来技術に従ってアップリンクリソースをユーザーエージェントに
割り当てるための代替的な手順のダイヤグラムである。
【図３ｃ】図３ｃは、本開示の実施形態に従ってアップリンクリソースを中継ノードに割
り当てるための手順のダイヤグラムである。
【図４】図４は、本開示のいくつかの実施形態を実装するためのプロセッサおよび適切な
関連構成要素を例示する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、本開示の実施形態に従って、中継ノード１０２を含むワイヤレス通信システム
１００を例示するダイヤグラムである。ワイヤレス通信システム１００の例は、ＬＴＥま
たはＬＴＥ進化型（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークを含み、開示され、かつ請求される全部の
実施形態は、ＬＴＥ－Ａネットワークに実装され得る。中継ノード１０２は、ＵＡ１１０
から受信された信号を増幅し得、または反復し得、そして変更された信号がアクセスノー
ド１０６において受信されることをさせ得る。中継ノード１０２のいくつかの実装におい
て、中継ノード１０２は、ＵＡ１１０からデータを有する信号を受信し、次にデータをア
クセスノード１０６に伝送するための新しい信号を生成する。中継ノード１０２はまた、
アクセスノード１０６からデータを受信し得、データをＵＡ１１０に送達し得る。
【００１０】
　中継ノード１０２は、セルのエッジ付近に配置され得、それにより、ＵＡ１１０は、そ
のセルに対してアクセスノード１０６と直接に通信することにより、中継ノード１０２と
通信し得る。無線システムにおいて、セルは、受信および伝送カバレッジカバレッジの地
理的エリアである。セルは、互いにオーバーラップし得る。典型的な例において、各セル
に関連する１つのアクセスノードがある。セルのサイズは、周波数帯域、電力レベル、お
よびチャンネル状況のような因子によって決定される。中継ノード１０２のような中継ノ
ードは、セル内の受信カバレッジを増強し、またはセルの受信カバレッジを拡張するため
に使用され得る。代替的に、ＵＡ１１０は、ＵＡ１１０がセルに対してアクセスノード１
０６と直接に通信する場合に、使用し得るデータレートより高いデータレートで中継ノー
ド１０２にアクセスし得、従ってより高いスペクトル効率を生成するので、中継ノード１
０２の使用は、セル内に信号の処理能力を増強し得る。中継ノード１０２の使用はまた、
ＵＡ１１０がより低い電力で伝送することを可能にすることによって、ＵＡのバッテリー
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の使用を低減し得る。
【００１１】
　中継ノードは、レイヤー１の中継ノード、レイヤー２の中継ノード、およびレイヤー３
の中継ノードの３つのタイプに分けられ得る。レイヤー１の中継ノードは、本質的に、増
幅かつわずかの遅延以外の任意の変更なしに、伝送を再伝送し得るリピーターである。レ
イヤー２の中継ノードは、伝送をデコードし得、それは、デコーディングの結果を受信し
、再コードし、次に再コード化されたデータを伝送する。レイヤー３の中継ノードは、全
無線リソースコントロール能力を有し得、従ってアクセスノードに類似にして機能し得る
。中継ノードによって使用される無線リソースコントロールプロトコルは、アクセスノー
ドによって使用されるそれらと同じであり得、中継ノードは、アクセスノードによって典
型的に使用される特有のセル識別を有し得る。例示的な実施形態は、レイヤー２またはレ
イヤー３の中継ノードと主に接続される。それゆえに、本明細書に使用され得る場合、用
語「中継ノード」は、他に明示的に規定されない限り、レイヤー１の中継ノードを指さな
い。
【００１２】
　ＵＡ１１０が中継ノード１０２を介してアクセスノード１０６と通信している場合に、
ワイヤレス通信を可能にするリンクは、３つの別個のタイプであることと言われ得る。Ｕ
Ａ１１０と中継ノード１０２との間の通信リンクは、アクセスノード１０８にわたって生
じると言われる。中継ノード１０２とアクセスノード１０６との間の通信は、中継ノード
１０４にわたって生じると言われる。中継ノード１０２を通過することなしに、ＵＡ１１
０とアクセスノード１０６との間に直接に通過する通信は、直接リンク１１２にわたって
生じると考えられる。
【００１３】
　アクセスノード１０６は、一連のサブフレームにおいてデータを中継ノード１０２に送
信し、サブフレームの各々は、比較的長いデータ領域に続く、比較的短いコントロール領
域で構成される。コントロール領域、または物理的ダウンリンクコントロールチャンネル
（ＰＤＣＣＨ）は、典型的に、１つから４つの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボ
ルで構成される。データ領域、または物理的ダウンリンク共有チャンネル（ＰＤＳＣＨ）
は、かなり長くあり得る。中継ノード１０２は、類似な形式でデータをＵＡ１１０に送信
する。
【００１４】
　中継ノード１０２がＵＡ１１０に送信するサブフレームのうちのいくつかは、ＰＤＣＣ
Ｈ領域においてデータのみを含み、ＰＤＳＣＨ領域においてデータを含まない。歴史的理
由のために、このようなサブフレームは、Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＭＢＳＦＮ）サブフレームとして公
知である。図２ａと図２ｂは、それぞれ、標準サブフレーム２１０とＭＢＳＦＮサブフレ
ーム２２０を例示する。標準サブフレーム２１０は、コントロール情報を含むＰＤＣＣＨ
領域２１２と、伝送されるべきである実際のデータを含むＰＤＳＣＨ領域２１４とから構
成される。ＭＢＳＦＮサブフレーム２２０はまた、ＰＤＣＣＨ領域２１２を含み、しかし
ＭＢＳＦＮサブフレーム２２０の残りは、ＰＤＳＣＨデータではなく伝送ギャップ２２４
から構成される。
【００１５】
　中継ノード１０２は、標準サブフレーム２１０をＵＡ１１０に送信する場合に、中継ノ
ード１０２は、典型的に、サブフレーム２１０の持続期間を通ってデータを伝送する。Ｍ
ＢＳＦＮサブフレーム２２０に対して、中継ノード１０２は、ＰＤＣＣＨ領域２１２の持
続期間のみに対してデータを伝送し、次に伝送ギャップ２２４の持続期間に対してその送
信器を停止させる。さまざまな技術および費用の理由のために、中継ノード１０２は、典
型的に、同時にデータの伝送および受信ができない。それゆえに、中継ノード１０２は、
典型的に、中継ノード１０２が、ＰＤＣＣＨデータを伝送し終え、かつ送信器を停止させ
た後にのみ、アクセスノード１０６からデータを受信し得る。それは、中継ノード１０２
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が、ＭＢＳＦＮサブフレーム２２０の伝送ギャップ部分２２４の間だけデータを受信する
ことである。
【００１６】
　中継ノード１０２がアクセスノード１０６から受信することが必要であり得るデータの
中には、中継ノード１０２が、データをアクセスノード１０６に伝送するために使用され
得ることをリソースの中継ノード１０２に通知するアップリンク認可がある。中継ノード
１０２は、データをアクセスノード１０６に送信しようとする場合に、中継ノード１０２
は、リソースリクエストをアクセスノード１０６に送信し得る。次に、アクセスノード１
０６は、中継ノード１０２へのダウンリンク伝送において、中継ノード１０２にリソース
を割り当て、中継ノード１０２は、そのデータをアクセスノード１０６に送信するために
使用し得る。それは、アクセスノード１０６が、中継ノード１０２から周波数パラメータ
または他の特性の具体的なセットを有する通信チャンネルの使用を認可し得、中継ノード
１０２が、アクセスノード１０６へのアップリンク上に使用し得ることである。
【００１７】
　中継ノード１０２は、中継ノード１０２が伝送していない間のみ、アクセスノード１０
６からデータを受信し得るので、中継ノード１０２は、ＭＢＳＦＮサブフレーム２２０の
みにおいて、アクセスノード１０６からアップリンク認可を受信することが可能であり得
る。ＭＢＳＦＮサブフレームは、アクセスノード１０６が中継ノード１０２に送信するデ
ータの小さい部分のみを含み得る。それゆえに、アクセスノード１０６は、アップリンク
リソースを中継ノード１０２に割り当てるための機会のみに限定する。
【００１８】
　実施形態において、中継ノード１０２への単一のダウンリンク伝送において、アクセス
ノード１０６は、複数の未来サブフレームにおいて、中継ノード１０２によって使用され
るための複数のアップリンクリソースを認可する。アクセスノード１０６は、リソース（
例えば、周波数）を指定し、中継ノード１０２は、アップリンクのためのタイミングだけ
ではなく、アップリンクの各々に対して使用し得る（それは、サブフレームにおいて、中
継ノード１０２が、アクセスノード１０６に伝送し得ることである）。このことは、アク
セスノード１０６が、アップリンクリソースを中継ノード１０２に割り当てるためのその
限定された機会のより最大限の利点を取ることを可能にし得る。
【００１９】
　この実施形態は、中継ノード１０２が存在しない場合に、アクセスノード１０６がアッ
プリンクリソースをＵＡ１１０に割り当て得る現在の手順と対照的であり得る。１つの手
順において、ＵＡ１１０は、アップリンクリソースをリクエストし得、アクセスノード１
０６は、リクエストに基づいて単一のリソースを割り当て得る。次に、ＵＡ１１０は、割
り当てられたアップリンクリソースを用いて、データをアクセスノード１０６に伝送し得
る。ＵＡ１１０がもう１つのリソースを必要とする場合に、ＵＡ１１０は、もう１つのリ
ソースリクエストを作り、そしてもう１つのリソース認可を受信する。
【００２０】
　このことは、図３ａに示され、ＵＡ１１０は、リソースに対するリクエスト３１０をア
クセスノード１０６に送信する。次に、アクセスノード１０６は、ＵＡ１１０にアップリ
ンクリソースの割り当て３２０を送信する。次に、ＵＡ１１０は、割り当てられたアップ
リンクリソース上のデータの伝送３３０をアクセスノード１０６に送信する。リソースの
割り当て３２０と、アップリンク上の伝送３３０との間の時間の長さ３４０が固定される
。この場合に、ＵＡ１１０は、リソース認可を受信した後に、４ミリ秒でアクセスノード
１０６に伝送する。割り当て３２０の後の固定時間において、この系列のアップリンク上
のリクエスト３１０、ダウンリンク上の割り当て３２０、およびアップリンク上のデータ
の伝送３３０は、各時間に反復され得、ＵＡ１１０は、アップリンク上のデータを伝送す
る必要とする。
【００２１】
　もう１つの手順において、準永続スケジューリング（ＳＰＳ）として既知の技術が、使
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用され得る。ＳＰＳを用いて、ＵＡ１１０は、単一のリソースリクエストを作る。次に、
アクセスノード１０６は、単一のリクエストに基づいて、アップリソースの固定セットを
ＵＡ１１０に割り当てる。次に、ＵＡ１１０は、周期的方式でデータをアクセスノード１
０６に送信するために、固定のリソースを使用する。ＵＡ１１０は、任意のさらなるリソ
ースリクエストを作る必要がない。
【００２２】
　このことは、図３ｂに例示され、ＵＡ１１０は、単一のリソースリクエスト３１０をア
クセスノード１０６に送信する。次にアクセスノード１０６は、ＵＡ１１０に周期的アッ
プリンクリソースの固定セットの割り当て３２０を送信する。ＵＡ１１０は、アクセスノ
ード１０６に周期的アップリンクリソースのうちの第１のリソース上のデータの伝送３３
０を送信する。時間の固定周期３５０の後に、ＵＡ１１０は、アクセスノード１０６に伝
送するために、事前に割り当てられたリソースと同じの特性を有するアップリンクリソー
スを使用する。時間のもう１つの固定周期３５０の後に、ＵＡ１１０は、次の固定の周期
的リソース上のもう１つの伝送３３０を作る。周期的伝送３３０は、無限に反復され続き
得る。
【００２３】
　これらの手順の最初において、ＵＡ１１０へのリソースの割り当てが生じるたびに、単
一のリソースのみが認可され、認可は、１つの未来サブフレームのみに適用する。割り当
てられたリソースがアップリンク伝送のために使用されるべきである時間は、指定される
ことができず、代わりに、割り当ての後のある期間の時間において固定される。これらの
手順の第２歩において、ダウンリンク上に信号を送るリソースの割り当ては、１回のみ生
じ、しかしリソースの利用可能は、周期的であり、同じリソースは、毎回に使用される。
【００２４】
　対照的に、本実施形態において、複数のサブフレーム割り当ては、生じる。それは、中
継ノード１０２へのリソースの単一の割り当てにおいて、リソース情報は、複数の未来サ
ブフレームのために提供される。アップリックが、生じるように、割り当ての各々に関連
する場合に、回数は、指定され、かつ周期的な必要がない。異なるリソースは、各サブフ
レームに対して割り当てられ得る。リソースは、例えば、複数の連続する未来サブフレー
ム、複数の連続せず、しかし周期的な未来サブフレーム、または複数の連続せず、非周期
的な未来サブフレームのために提供され得る。
【００２５】
　このようなリソースの割り当ての実施形態は、図３ｃに例示され、中継ノード１０２は
、リソースに対するリクエスト３１０をアクセスノード１０６に送信する。次に、アクセ
スノード１０６は、中継ノード１０２にアップリンクリソースの複数のサブフレームの割
り当て３６０を送信する。複数のサブフレームの割り当て３６０における各割り当ては、
中継ノード１０２が使用し得るリソースと、中継ノード１０２がそのリソースを使用し得
る回数とを指定する。リソースは、互いに異なりであり得、回数は、周期的な必要がない
。次に、中継ノード１０２は、指定された回数の各々において、アクセスノード１０６に
不同のリソースの各々上のアップリンクデータの伝送３７０を送信し得る。この例におい
て、３つのアップリンク伝送３７０は生じ、しかし他の場合において、他の数のアップリ
ンクリソースは、割り当てられ得る。伝送３７０の間の時間の長さ３８０において、任意
の規則または周期の必要がないが、望まれる場合に、このような規則が提供され得る。
【００２６】
　この実施形態は、アクセスノードから中継ノードまでの複数のサブフレームのアップリ
ンク割り当てに適用するが、類似な考えは、アクセスノードからＵＡまでの割り当てに適
用し得る。
【００２７】
　前述のＵＡ１１０および他の構成要素は、前述の動作に関連する命令を実行することが
可能である処理構成要素を含み得る。図４は、本明細書に開示される１つ以上の実施形態
を実装することに対して適切な処理構成要素１３１０を含むシステム１３００の例を例示
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する。（中央プロセッサユニットまたはＣＰＵと呼ばれ得る）プロセッサ１３１０に加え
て、システム１３００は、ネットワーク接続性デバイス１３２０、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）１３３０、読み取りのみのメモリ（ＲＯＭ）１３４０、二次記憶域１３５０
、および入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイス１３６０を含み得る。これらの構成要素は、バス
１３７０を介して互いと通信し得る。いくつかの場合において、これらの構成要素のうち
のいくつかは、存在しない場合もあり、または互いと、または示されていない他の構成要
素とのさまざまな組み合わせで組み合わせられ得る。これらの構成要素は、単一の物理的
実体、または２つ以上の物理的実体内に位置決めされ得る。プロセッサ１３１０によって
とられるような本明細書に説明された任意の動作は、プロセッサ１３１０だけ、または図
面に示され、または示されていない１つ以上の構成要素、例えば、デジタル信号プロセッ
サ（ＤＳＰ）１３８０と共にプロセッサ１３１０によってとられ得る。ＤＳＰ１３８０は
、別個の構成要素として示されるが、ＤＳＰ１３８０は、プロセッサ１３１０内に組み込
まれ得る。
【００２８】
　プロセッサ１３１０は、それが、ネットワーク接続性デバイス１３２０、ＲＡＭ１３３
０、ＲＯＭ１３４０、または（さまざまなディスクベースシステム、例えば、ハードディ
スク、フロッピディスク、または光学ディスクを含み得る）二次記憶域１３５０からアク
セスし得る命令、コード、コンピュータプログラム、またはスクリプトを実行する。１つ
のＣＰＵ１３１０のみが示されるが、複数のプロセッサは、存在し得る。従って、命令は
、プロセッサによって実行されるように議論され得るが、命令は、同時に、連続して実行
され得、または他の点において１つまたは複数のプロセッサによって実行され得る。プロ
セッサ１３１０は、１つ以上のＣＰＵチップとして実装され得る。
【００２９】
　ネットワーク接続性デバイス１３２０は、モデム、モデムバンク、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（
登録商標）デバイス、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェースデバイス、
シリアルインターフェース、トークンリンクデバイス、ファイバー分配データインターフ
ェース（ＦＤＤＩ）デバイス、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバ
イス、無線トランシーバーデバイス（コード分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）デバイス、ｇ
ｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（Ｇ
ＳＭ（登録商標））無線トランシーバーデバイス、ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　ｉｎｔｅｒｏｐ
ｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ）デバイ
ス）、および／またはネットワークに接続するための他の周知のデバイスの形をとり得る
。ネットワーク接続性デバイス１３２０は、プロセッサ１３１０がインターネット、また
は１つ以上の電気通信ネットワーク、またはプロセッサ１３１０が情報を受信し得、もし
くはプロセッサ１３１０が情報を出力し得る他のネットワークと通信することを可能にし
得る。ネットワーク接続性デバイス１３２０はまた、ワイヤレスにデータを伝送し、そし
て／および受信することが可能である１つ以上のトランシーバー構成要素１３２５を含み
得る。
【００３０】
　ＲＡＭ１３３０は、揮発性データを格納するか、または、プロセッサ１３１０によって
実行される命令を格納するために使用され得る。ＲＯＭ１３４０は、典型的に、２次記憶
域１３５０のメモリ容量より小さいメモリ容量を有する不揮発性メモリデバイスである。
ＲＯＭ１３４０は、命令、あるいは命令の実行の間に読み取られるデータを格納するため
に使用され得る。ＲＡＭ１３３０およびＲＯＭ１３４０へのアクセスは、典型的に、２次
記憶域１３５０へのアクセスより速い。２次記憶域１３５０は、典型的に、１つ以上のデ
ィスクデバイスまたはテープデバイスに含まれ、データの不揮発性記憶域のために、また
はＲＡＭ１３３０が全てのワーキングデータを保持するのに十分の大きくない場合に、オ
ーバーフローデータ記憶デバイスとして使用され得る。２次記憶域１３５０は、プログラ
ムが実行のために選択される場合に、ＲＡＭ１３３０内にロードされるこのようなプログ
ラムを格納するために使用され得る。
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【００３１】
　Ｉ／Ｏデバイス１３６０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、タッチスクリーンディスプ
レイ、キーボード、キーパッド、スイッチ、ダイヤル、マウス、トラックボール、音声認
識器、カードリーダ、ペーパテープリーダ、プリンタ、ビデオモニター、または他の周知
の入力／出力デバイスを含み得る。また、トランシーバー１３２５は、ネットワーク接続
性デバイス１３２０の構成要素の代わりに、または加えて、Ｉ／Ｏデバイス１３６０の構
成要素であるように考えられ得る。
【００３２】
　１つの実施形態において、方法は、アップリンクリソースを中継ノードに割り当てるた
めに提供される。方法は、アクセスノードが、中継ノードへの単一のダウンリンク伝送に
おいて、複数の不同のアップリンクリソースを中継ノードに割り当てることを含む。
【００３３】
　もう１つの実施形態において、ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードが
提供される。アクセスノードは、アクセスノードが、複数の不同のアップリンクリソース
の中継ノードに通知するように構成されるプロセッサを含み、アップリンクリソースは、
中継ノードが使用するためのものである。
【００３４】
　もう１つの実施形態において、ワイヤレス電気通信システムにおける中継ノードが提供
される。中継ノードは、中継ノードが、アクセスノードから複数の不同のアップリンクリ
ソースに関連する情報を受信するように構成されるプロセッサを含み、中継ノードは、デ
ータをアクセスノードに伝送するために、アップリンクリソースを使用し得る。
【００３５】
　もう１つの実施形態において、方法は、アップリンクリソースを中継ノードに割り当て
るために提供される。方法は、アクセスノードが、中継ノードへの単一のダウンリンク伝
送において、複数のアップリンクリソースを中継ノードに割り当てることを含み、アップ
リンクリソースは、非周期的ベースで利用される。
【００３６】
　もう１つの実施形態において、ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードが
提供される。アクセスノードは、アクセスノードが、複数のアップリンクリソースの中継
ノードに通知するように構成されるプロセッサを含み、アップリンクリソースは、中継ノ
ードが使用するためのものであり、アクセスノードは、複数の非周期的時間を指定し、回
数において、中継ノードは、複数のアップリンクリソースを使用し得る。
【００３７】
　もう１つの実施形態において、ワイヤレス電気通信システムにおける中継ノードが提供
される。中継ノードは、中継ノードが、アクセスノードから複数のアップリンクリソース
に関連する情報を受信するように構成されるプロセッサを含み、中継ノードは、データを
アクセスノードに伝送するために、アップリンクリソースを使用し得る。プロセッサは、
中継ノードが、複数の非周期的時間に関連する情報を受信するようにさらに構成され、回
数において、中継ノードは、アップリンクリソース上のアクセスノードにデータを伝送し
得る。プロセッサは、中継ノードが、回数においてデータを伝送するようにさらに構成さ
れる。
【００３８】
　以下の第３世代提携プロジェクト（３ＧＰＰ）技術仕様（ＴＳ）３６．８１３および３
ＧＰＰ　ＴＳ３６．８１４は、全ての目的のために参照によって本明細書に組み込まれて
いる。
【００３９】
　いくつかの実施形態は、本開示において提供されるが、開示されたシステムおよび方法
が、本開示の範囲から逸脱することなしに、多くの他の具体的な形で実施され得ることは
理解されるべきである。本例は、制限ではなく、例示として考えられるべきであり、意図
は、本明細書に与えられた詳細に限定されるべきではない。例えば、さまざまな構成要素
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または構成要素は、他のシステムと組み合わせられ得、または統合され得、またはある特
徴は、省略され得、または実装されない場合もある。
【００４０】
　同様に、離散的にまたは別個にさまざまな実施形態において説明され、例示される技術
、システム、サブシステムおよび方法は、本開示の範囲から逸脱することなしに、他のシ
ステム、モジュール、技術、または方法と組み合わせられ得、または統合され得る。互い
に結合され、もしくは直接的に結合され、または通信するように示され、または議論され
る他のアイテムは、電気的、機械的かまたは他の方法でいくつかのインターフェース、デ
バイス、または中間構成要素を通して、間接的に結合され得、または通信し得る。変化、
代用、および変更の他の例は、当業者によって確かめられ得、そして本明細書に開示され
た精神および範囲から逸脱することなしに、加えられ得る。

【図２ａ】
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【図１】

【図２ｂ】
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【図３ａ】

【図３ｂ】

【図３ｃ】
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【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月18日(2011.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンクリソースを中継ノードに割り当てる方法であって、
　アクセスノードが、該中継ノードへの単一のダウンリンク伝送において、複数の不同の
アップリンクリソースを該中継ノードに割り当てることを含む、方法。
【請求項２】
　前記アップリンクリソースは、非周期的ベースで利用可能にされる、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記伝送は、複数のサブフレームを指定し、該複数のサブフレームにおいて、前記アッ
プリンクリソースが使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のアップリンクリソースは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉ
ｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分におい
て指定される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードであって、
　単一のダウンリンク伝送において、該アクセスノードが、複数の不同のアップリンクリ
ソースが中継ノードによる使用のために利用可能であることを通知するように構成される
プロセッサを備えている、アクセスノード。
【請求項６】
　前記アクセスノードは、複数の非周期的時間を指定し、該非周期的時間において、前記
中継ノードは、前記複数の不同のアップリンクリソースを使用し得る、請求項５に記載の
アクセスノード。
【請求項７】
　前記アクセスノードは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分において、前記複数
の不同のアップリンクリソースを指定する、請求項５に記載のアクセスノード。
【請求項８】
　ワイヤレス電気通信システム内の中継ノードあって、
　単一のダウンリンク伝送において、該中継ノードが、複数の不同のアップリンクリソー
スに関連する情報をアクセスノードから受信するように構成されたプロセッサを備え、該
情報は、該中継ノードが該アクセスノードにデータを伝送するために使用され得る、中継
ノード。
【請求項９】
　前記プロセッサは、複数の非周期的時間に関連する情報を受信するようにさらに構成さ
れ、該非周期的時間において、前記中継ノードは、前記不同のアップリンクリソース上で
前記アクセスノードに該データを伝送し得、該プロセッサは、該時間においてデータを伝
送するようにさらに構成される、請求項８に記載の中継ノード。
【請求項１０】
　前記中継ノードは、前記アクセスノードによって伝送されるｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝
送ギャップ部分において前記複数のアップリンクリソースを受信する、請求項８に記載の
中継ノード。
【請求項１１】
　アップリンクリソースを中継ノードに割り当てる方法であって、
　アクセスノードが、該中継ノードへの単一のダウンリンク伝送において、複数のアップ
リンクリソースを該中継ノードに割り当てることを含み、該アップリンクリソースは、非
周期的ベースで利用可能にされる、方法。
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【請求項１２】
　前記アップリンクリソースは、互いに異なる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記伝送は、複数のサブフレームを指定し、該複数のサブフレームにおいて前記アップ
リンクリソースが使用される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数のアップリンクリソースは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉ
ｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分におい
て指定される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードであって、
　単一のダウンリンク伝送において、該アクセスノードが、複数のアップリンクリソース
が中継ノードによる使用のために利用可能であることを該中継ノードに通知するように構
成されるプロセッサを備え、該アクセスノードは、複数の非周期的時間を指定し、該非周
期的時間において、該中継ノードは、該複数のアップリンクリソースを使用し得る、アク
セスノード。
【請求項１６】
　前記アップリンクリソースは、互いに異なる、請求項１５に記載のアクセスノード。
【請求項１７】
　前記アクセスノードは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分において前記複数の
アップリンクリソースを指定する、請求項１５に記載のアクセスノード。
【請求項１８】
　ワイヤレス電気通信システムにおける中継ノードあって、
　プロセッサを備え、該プロセッサは、単一のダウンリンク伝送において、該中継ノード
が、複数の不同のアップリンクリソースに関連する情報をアクセスノードから受信するこ
とであって、該情報は、該中継ノードが該アクセスノードにデータを伝送するために使用
され得る、ことと、該中継ノードが、複数の非周期的時間に関連する情報を受信すること
であって、該複数の非周期的時間において、該中継ノードは、該アップリンクリソースに
おいて該アクセスノードに該データを伝送し得る、ことと、該中継ノードが該時間におい
て該データを伝送することとを行うように構成される、中継ノード。
【請求項１９】
　前記アップリンクリソースは、互いに異なる、請求項１８に記載の中継ノード。
【請求項２０】
　前記中継ノードは、前記アクセスノードによって伝送されるｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝
送ギャップ部分において前記複数のアップリンクリソースを受信する、請求項１８に記載
の中継ノード。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本開示のより完全な理解のために、ここで、添付の図面および詳細な説明に関連して、
以下の簡単な説明に参照が加えられる。同様の参照数字は、同様の部分を示す。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　アップリンクリソースを中継ノードに割り当てる方法であって、
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　アクセスノードが、該中継ノードへの単一のダウンリンク伝送において、複数の不同の
アップリンクリソースを該中継ノードに割り当てることを含む、方法。
（項目２）
　上記アップリンクリソースは、非周期的ベースで利用可能にされる、項目１に記載の方
法。
（項目３）
　上記伝送は、複数のサブフレームを指定し、該複数のサブフレームにおいて、上記アッ
プリンクリソースが使用される、項目１に記載の方法。
（項目４）
　上記複数のアップリンクリソースは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉ
ｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分におい
て指定される、項目１に記載の方法。
（項目５）
　ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードであって、
　該アクセスノードが、複数の不同のアップリンクリソースが中継ノードによる使用のた
めに利用可能であることを通知するように構成されるプロセッサを備えている、アクセス
ノード。
（項目６）
　上記アクセスノードは、複数の非周期的時間を指定し、該非周期的時間において、上記
中継ノードは、上記複数の不同のアップリンクリソースを使用し得る、項目５に記載のア
クセスノード。
（項目７）
　上記アクセスノードは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分において、上記複数
の不同のアップリンクリソースを指定する、項目５に記載のアクセスノード。
（項目８）
　ワイヤレス電気通信システム内の中継ノードあって、
　該中継ノードが、複数の不同のアップリンクリソースに関連する情報をアクセスノード
から受信するように構成されたプロセッサを備え、該情報は、該中継ノードが該アクセス
ノードにデータを伝送するために使用され得る、中継ノード。
（項目９）
　上記プロセッサは、複数の非周期的時間に関連する情報を受信するようにさらに構成さ
れ、該非周期的時間において、上記中継ノードは、上記不同のアップリンクリソース上で
上記アクセスノードに該データを伝送し得、該プロセッサは、該時間においてデータを伝
送するようにさらに構成される、項目８に記載の中継ノード。
（項目１０）
　上記中継ノードは、上記アクセスノードによって伝送されるｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝
送ギャップ部分において上記複数のアップリンクリソースを受信する、項目８に記載の中
継ノード。
（項目１１）
　アップリンクリソースを中継ノードに割り当てる方法であって、
　アクセスノードが、該中継ノードへの単一のダウンリンク伝送において、複数のアップ
リンクリソースを該中継ノードに割り当てることを含み、該アップリンクリソースは、非
周期的ベースで利用可能にされる、方法。
（項目１２）
　上記アップリンクリソースは、互いに異なる、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　上記伝送は、複数のサブフレームを指定し、該複数のサブフレームにおいて上記アップ
リンクリソースが使用される、項目１１に記載の方法。
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（項目１４）
　上記複数のアップリンクリソースは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉ
ｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分におい
て指定される、項目１１に記載の方法。
（項目１５）
　ワイヤレス電気通信システムにおけるアクセスノードであって、
　該アクセスノードが、複数のアップリンクリソースが中継ノードによる使用のために利
用可能であることを該中継ノードに通知するように構成されるプロセッサを備え、該アク
セスノードは、複数の非周期的時間を指定し、該非周期的時間において、該中継ノードは
、該複数のアップリンクリソースを使用し得る、アクセスノード。
（項目１６）
　上記アップリンクリソースは、互いに異なる、項目１５に記載のアクセスノード。
（項目１７）
　上記アクセスノードは、ｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝送ギャップ部分において上記複数の
アップリンクリソースを指定する、項目１５に記載のアクセスノード。
（項目１８）
　ワイヤレス電気通信システムにおける中継ノードあって、
　プロセッサを備え、該プロセッサは、該中継ノードが、複数の不同のアップリンクリソ
ースに関連する情報をアクセスノードから受信することであって、該情報は、該中継ノー
ドが該アクセスノードにデータを伝送するために使用され得る、ことと、該中継ノードが
、複数の非周期的時間に関連する情報を受信することであって、該複数の非周期的時間に
おいて、該中継ノードは、該アップリンクリソースにおいて該アクセスノードに該データ
を伝送し得る、ことと、該中継ノードが該時間において該データを伝送することとを行う
ように構成される、中継ノード。
（項目１９）
　上記アップリンクリソースは、互いに異なる、項目１８に記載の中継ノード。
（項目２０）
　上記中継ノードは、上記アクセスノードによって伝送されるｍｕｌｔｉｃａｓｔ／ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋサブフレームの伝
送ギャップ部分において上記複数のアップリンクリソースを受信する、項目１８に記載の
中継ノード。
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